
あ
と
が
き 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
た
び
千
葉
県
文
書
館
に
委
託
保
管
さ
れ
て
い
る
旧
源
村
役
場
文
書
に
つ
い
て
、
千
葉
県
文
書
館
古
文
書
調
査

員
の
加
藤
時
男
氏
に
よ
り
、
調
査
解
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
源
小
学
校
の
校
門
の
下
に
あ
っ
た
旧
源
村
役
場
屋
内
に
は
、
包
装
さ
れ
た
文
書
類
が
整
然
と
収
納
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
後
年
千
葉
県
文
書
館
に
お
い
て
、
「
模
範
村
・
源
村
」
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
文
書
類
や
資
料
を
実
見

し
て
感
嘆
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
『
「
明
治
の
模
範
村
」
源
村
の
成
立
と
発
展 

付
、
東
金
地
域
の
幕
末
と
明
治
維
新
』
で
は
、
源
村
役
場
文

書
以
外
に
も
、
旧
成
東
町
や
松
尾
町
と
東
金
町
に
及
ぶ
文
書
等
が
幅
広
く
渉
猟
さ
れ
、
さ
ら
に
地
元
の
猪
野
祐
子
家
文

書
や
、
中
島
家
と
篠
原
家
の
日
記
等
に
あ
た
っ
て
の
作
業
を
な
さ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
金
地
域
の
幕

末
と
明
治
維
新
に
関
す
る
史
料
か
ら
、
源
村
の
成
立
に
至
る
情
勢
を
丹
念
に
収
集
さ
れ
て
い
て
興
味
の
尽
き
な
い
記

述
で
し
た
。 

 

明
治
二
十
二
年
の
源
村
成
立
以
後
は
模
範
村
と
し
て
国
か
ら
表
彰
さ
れ
、
全
国
に
注
目
さ
れ
た
経
緯
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
源
村
の
発
展
を
如
実
に
記
し
た
も
の
で
す
。 

 

本
書
は
今
後
の
東
金
市
史
研
究
の
た
め
に
は
、
得
が
た
い
史
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
加
藤
氏
の
ご
労
苦
ご
尽
力
と
関
係
各
位
の
ご
好
意
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

平
成
二
十
九
年
三
月 

東
金
市
文
化
財
審
議
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